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生涯学習と学力低下問題５

含まれる諸論文の全体が，生涯学習の側からの学力問題に対するわれわれの
考え方の全体的な見取り図を示していると言ってもよいと考える。

2．学力低下批判論がいう「学力低下」とは何か

低下したと難じられ危慎されている「学力」とは何か。とりわけ新学力観
とは何かという肝心のことが暖昧なまま語られ，問題にされているため議論
は錯綜しがちである。その原因のひとつは，今年になって文部科学省が，新
指導要領の実施を目前にして急に「確かな学力の向上のための２００２アピー
ル：学びのすすめ」等一連の通達を出したことにもよる。これは文部科学省
自身がいつの間にか重心を「ゆとり」「生きる力」から「確かな学力」に移行
させたのであって，これは文科省自身の自信のなさの表れでしかないと受け
取られたためでもある。しかし錯綜しているかに見えても，マスメディアな
どで流布される批判論がいう「学力」という言葉の意味については，案外と
コンセンサスができていて，そこには，「学力」イコール「知識量」という定
義が見え隠れするとの指摘もある｡(2)実際，大方の学力低下論は，学力とは
知識の量との図式を基調に展開されていると言える。

(1)「学力低下」と「新しい学力観」
まず差し当たっては，以後の論述のために，文部科学省関係の審議会答申

に即して新学力観がどのように定義されてきたかを追ってみる。
平成１０年６月の教育課程審議会・審議のまとめでは，「学力については，
中央教育審議会第１次答申にも指摘しているとおり，これを単なる知識の量
と捉えるのではなく，自ら学び自ら考える力などの[生きる力]を身に付けて
いるかどうかによって捉えるべきであると考える。ただし，当然のことなが
ら，自ら学び自ら考える力を育成する基盤として，一定の基礎的・基本的な
知識や技能等を身に付けていることが不可欠であり，・・・」とされている。
これを受けた平成12年の教育課程審議会答申でも，「新しい学力」は，「知

識の量のみでとらえるのではなく，学習指導要領に示す基礎的・基本的な内
容を確実に身に付けることはもとより，それにとどまることなく，自ら学び
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自ら考える力などの『生きる力』がはぐくまれているかどうかによってとら
える必要がある｡」と，同じ文脈で語られている。
共通して，学力は単なる「知識の量」ではないと言い切っており，その上
で，学力とは一定の「基礎・基本」が確実に習得され，「自ら学び自ら考える
力」などの「生きる力」が育まれていることだと強調する。「基礎・基本」と
新しい学力との間には，少なくとも基礎的な知識をしっかり身につけさせれ
ば，豊かで生きた学力に発展するという量から質への弁証法的な発展が暗黙
裡に前提されている。これは上記の答申に共通する思想である。問題は，量
から質への発展を学校教育の枠組みの中だけで完結，あるいは達成されるも
のと考えるか，もっと生涯学習的なパースペクティブで考えるかである。臨
時教育審議会以降，わが国は政策としては国民誰もが生涯にわたって学ぶこ
とに価値を置く生涯学習社会への転換を図ってきた。大事なことは，新学力
観もまた，わが国がこれからは生涯学習体系に移行するという背景の中で語
られていることである。上記の答申が掲げる新学力観は，そうした生涯学習
体系への移行という文脈の中で，したがって学校教育という時間的・空間的
枠組を超えて捉えられるべきものなのである。
しかし，学力低下を批判する多くの論者にほぼ共通するのは，学校教育，

特に小・中学校という限られたスパンの中で学力を論じていることである。
したがって，その意味でも諸答申に盛られた文部科学省の公式見解は，学校
教育というスパンで学力を論ずる学力低下を批判する論者たちを納得させら
れるものではあり得ない。彼らにとって新学力観は，学校は児童・生徒を怠
惰にし，「遊びは学校で勉強は塾で」という誤まった観念をつくり出している
としか見えないのである。批判者達は，学力低下とそれを引き起こしている
と見なされている新学力観を，より根底的には，これを米国の教育が失敗し
た「児童中心主義」の過ちと二重写しに見るのである(3)。その意味では,確か
にこれまでのところ批判論の方がはるかに優勢である。というのは，学力低
下はないと批判論に反駁しようとしても,現実の子ども達の状態から｢新しい
学力」が定着しつつあるとの実感や確信を得ることが難しそうに見えるから
である。
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生涯学習と学力低下問題９

は，これまでは学校教育を終えて社会に出た特に青年や成人に育てるべき能
力と考えられてきたものである。それが学校教育の改革を象徴的に表す鍵と
なる概念になった。ではなぜ社会教育の用語・概念が学校教育改革の鍵概念
として使われたのか。
安彦氏によれば,学校教育においては，これと類似した用語･概念として，
例えば「自己学習能力」という言葉・概念がある。それは「自己教育力」と
極めて近い用語・概念であった。しかし，この用語・概念には，最初から学
校教育を終えて社会に出た青年や成人に対して育てるべき能力といった時間
的なパースペクティブは含まれてはいなかった。それで本来社会教育を出所
とする「自己教育力」という用語・概念を使うようになったと見ているので
ある。
安彦氏は，このことを現代の学校教育が生涯学習時代に入って，生涯学習
の一機関となったことの象徴的な表れだと述べている。言い換えれば，学校
教育も，社会教育と対置される形で独立的に扱われる時代ではなくなり，生
涯学習の中の非常に重要な時期の基礎となる教育を構成する要素として位置
づけられる時代と社会になってきたためであると見ているのである(8)。
学力低下問題のポイントのひとつは，新教育観の中心概念である「自己教

育力」が，いわば学習に必要なエネルギーや機能面のみを意味し，逆に，学
力の実体的な構成要素を含んでいないことである｡ここで生涯学習にとって，
新しい問題が見えてくることになる。すなわち，これまでは学校教育の場で
学力の基礎を育成してきた。ここでは機能的な学力よりもむしろ実体的な学
力が中心であった。そしてその後は，社会教育の場で，誰もが「自己教育」
で学ぶという構図であった。しかし，新しい学力観のもとでは，学校教育の
段階で「自己教育力」を育てておき，その後は自ら学ぶという構図で生涯学
習は描かれる。「学力低下問題と生涯学習」というテーマが問いかけているの
は，そうした構図が含む危うさ，つまり学校教育の段階で「自己教育力」を
身につけられなかった場合，大量の生涯学習不適応者を生み出しかねないと
いう危険性なのである。

(4)社会教育における「自己教育」思想と「自己決定学習」
しかし安彦氏の指摘で重要なポイントは，学力低下をもたらしたと批判さ



� � � � � › 	B �¶ �—�ð �J �q 
 \ � ” �¶ 	6

�•�”	ý�¶�—�
�w�¤�©�›�s�b�®�×�~�­�­�—�¯�U�|�þ�q�­�­�t�ç�”�À�U�K�”�q�`

�o�M�”�\�q�p�K�”�{

�¬�T�t�|�þ�q�­�­�™�Z�€�w
ü�ú�p�x�|�®�×�~�­�­�̄ �q�M�O�;� �~�“�æ�x�|�›

���s�™�¯�ù�M�›�Ë�l�o�V�h�‘�O�t�¥�˜�•�”�G�«�Q�y
“
²�Ñ�•�¿�³�¶�Ü�8�w�H�­

�=�¯�.
M�<�t�K�l�o�x�|�
�Å�$�s�­�­�î
«�~�­�­�á�ˆ�w�¤�t�®�×�~�­�­�¯�w

�j���›�{�Š�‘�O�q�`�h�“�|
“�™�p�x�¬�•�ð�J�U
����=�b�”�¤�p�|�¶	6�›
��p

�t�`�s�U�’���~�'�À�t�0�`�o
S�¬�•�á�ˆ�›�2�‰�`�o�M�l�h	E�½�á�ˆ�w�¤�t�|

�S�“�£�d�w�®�×�~�¯�p�x�s�X�|�×�o�$�s�­�­�w	��.�q�`�o�w�®�×�~�¯�w�V�j

�›�_�M�i�f�O�q�`�o�V�h�“�‹�`�h�{�m�‡�“�|�×�~�­�­�w�¥
Ý�q�î
«�w�º�™�t

�S�M�o�®�×�~�¯�x�|���X�w	Ô�ù�|�K�”�Ì�x�§
��$�s�­�=�.
M�t�0�b�”�0�Å�à

�q�`�o�|�‡�h�K�”�Ì�t�x���~�æ
S�|�'�À�|�V�–	��[�$�s�•�¬�ž�‰�.�|�K�”�M

�x�H�y�$�s
Ê	ë�~	B�‚�t�0�b�”�0�Å�$�~�×�o�$�s�­�­	��.�q�`�o
ƒ���^�•�å

�{�̂ �•�o�V�h�{

�`�T�`�7�Ù�w�þ�q�­�­
ü�ú�p�w�®�×�~�­�­�¯�t���b�”�Z�€�]�J�p�«�è�b�‚

�V�\�q�x�|
\�”�¶	6�g�æ�t�S�Z�”�|�«�Q�y�.���Ê�”�ç�¶�s�t�‘�”�®�×�~�>���¶

	6�	�T�F�M�G���E�J�S�F�D�U�F�E�-�F�B�S�O�J�O�H�
�¯�q�w���È�›�é�.�$�s�¶	6	Ô�Ø�w�ð�J�t���`�o

�Ì�’�T�t�`�‘�O�q�b�”�¼�ˆ�U�_�’�•�”�\�q�p�K�”�{�h�q�Q�y�f�w�°�«�›�á�>

�ó�Ë�̄ �t�̂ �”�\�q�U�p�V�”�{

�á�>�¯�x�|�˜�U���t�S�Z�”�×�~�­�­�w�¥
Ý�~�î
«�U�•�Q�o�V�h�®�×�~�¯�w

�™�¯�w�¿�U�“�q
��‡�“�›
T�g�`�h	Í�p�|�^�’�t�f�•�t�þ�q�¶�$�~�)�¶�$�Œ�_

�›�C�Q�o�|	ý�h�s
\�”�¶	6�g�æ�t�S�Z�”�®�×�~�>���¶	6�¯�g�æ�w�>
†�›
Ê�ˆ

�q�o�‘�O�q�¼�ˆ�o�M�”�{�f�w�M�w�,�Š�$�s
²���x���m�p�K�”�{�H�°�x�×�~�>

���w�º�î�›�F���b�”�w�x�¶	6	B�‚�w
Q�í�p�K�”�q�M�O�\�q�|�H�Ë�x�|���7�s
�®�×�~�̄ �w�2�‰�›�à���b�”�q	Ô�t�q�m�s�’�y�|
ž
µ�$�t��	��t�‘�”�®�§�	�̄

�s�`�t�x�×�~�>���x�K�“�Q�s�M�q�M�O�\�q�|�H�~�x�|�×�~�>���q�¶	6�q�w��

���›�|�¶	6�w	Ô�t�S�M�o�×�~�>���›�æ�s�O�‘�O�t�“�²�Z�”�è�Õ�ç�à�¶	6�t�‘
�l�o�×�~�>���ó�—�›
C�a�^�d�”�è�Õ�ç�à�×�~�>���ó�—�›
\�T�`�o�Ý�Ý�›�!�0

�^�d�”�è�Õ�ç�w���ˆ�Š�p�
�Q�o�M�”�\�q�p�K�”�{�f�`�o�|�\�•�’���m�w�è�Õ

�ç�t�˜�h�l�o�|�×�~�>���w
��p	��q�`�o�w�®�¶	6	B�‚�¯�°�×�~�>���®�§�	�¯

�¶	6	B�‚�°�w�Ï���q�î
Ê�ˆ�›�
�ƒ�×�~�>���w�h�Š�w�P�‰�›	B�Š�o�X�”�a���q�|

�„�>���›�<�b�a���w���m�w�
�:�T�’�Ì�’�T�t�̀ �‘�O�q�¼�̂ �o�M�”�	���
�{




\�”�¶	6�q�¶�—�ÿ�<�ð�J�
�


�\�w�‘�O�t�|�×�’�¶�•�æ�̂ �q�̀ �o�w�®�×�~�­�­�I�|�×�’�¶�•�—�q�̀ �o�w�®�×

�~�­�­�—�¯�U�þ�q�­�­�•
\�”�¶	6�t�ç�”�À�›�Ë�m�“�æ�p�K�”�\�q�x�¬�T�p�K

�–�O�{�f�`�o�®�×�~�­�­�¯�‹�®�×�~�­�­�—�¯�‹�|���•
\�”�¶	6�g�æ�w�®�×�~

�>���¶	6�¯�t�S�M�o�|	ý�h�s�î
Ê�ˆ�q�¿�U�“�›�Ë�l�o�Ï
Ý�^�•�m�m�K�”�q�ß

�Q�’�•�”�{

���}
\�”�¶	6�w�Œ�Ý�
�°�î�.�æ�$�s�Œ�Ý�
�T�’�;�ó�$�s�Œ

�Ý�
�•

�H���w�ð�J�x�Œ�Ý�
�t�m�M�o�p�K�”�{�¶�—�ÿ�<�ð�J�›�Œ�Ý�”�w���I�•�f�w

	6�˜�w���S�U	G
ü�T�q�M�l�h�ð�J�q�`�o�
�Q�o�`�‡�O�q�Š�í�›�_�æ�O�\�q�t

�s�”�{�\�\�p�ð�̃ �•�o�M�”�w�x�|�‰�̀ �–�Œ�Ý�w�O�“�M�w�ð�J�p�K�”�{�®	ý�̀ �M

�¶�—�
�¯�U
Ì�Q�‘�O�q�`�o�M�”�w�x�|�_�M�›�!�Q�•�y�|	ý�`�M�Œ�Ý�
�w	��Á

�p�‹�K�l�h�q�ß�Q�’�•�”�T�’�p�K�”�{


����=�b�”�¦�è�ð�J�q�G�>��
›�ð�J�›�«�t�ß�Q�o�ˆ�”�{�m�‹�U	��w
	�>�¨
�µ�U���¥�q�=�w	��A�s�j�¼�q�Œ�“�m�m�‹�|	��U�‹�h�’�b�b�(�^�›	��L�b�\�q

�x�p�V�s�M�{	��x
ÿ�Q�|	L�:�t�‘�”
	�>�¨�µ�p�G�>��
›�x
��‰�{�á�8	��w� 

�å� �å�q�µ�Ä�è�µ�‹�ô�a�”�{�f�w�¤�p
 	��U��	ú�›�Ë�l�o�M�”�w�x�|���T�¦

�è	²�U�®�þ�q�î�g�̄ �w�Ê�p�æ�l�o�M�”�|�M�̃ �•�”�®�Í�”�«�{�ž�ï�Å�~�å� �Å�̄

�	�1���3�
�w�¼�ˆ�p�K�”�{�—�w	Z�Ö�“�±�t�±	�	Ô�›�;�™�`�o	Z�È�Ì�t�x�f�\
�t�±	��`�¢�Í�”�«�
�
�¬�ž�¦�è�;���T�'�Š�;�™�^�•�h	��t
ì	Ð�“�`�o�	�å� �Å�£

�È�¿	Ô	t�t�²�T�O�{�@�È�w�Ì�t�x	B�‡�l�o�f�w�o�w���p�<�Ï�t	,�X�{�b�p�t


H�>�i�•�×
Ô�•	¦�Ð�s�r�p�8���›�v�l�o�¼�g�$�t�î�ª�^�•�o�M�”�{

�\�w�î�g�U�µ�¯
��M�w�x�|�\�\�t�x�|�\�•�T�’�w�þ�q�p�x
��•�x
��w�¶	6

�t�?�U�{�Š�’�•�o�M�”�T�w�¥
Ý�U�º�A�^�•�o�M�”�T�’�p�K�”�{�m�‹�U�b�(�^

�w�—	!�›	—�`�c�m�f�«�b�”�{�f�•�i�Z�p�‰�`�–
¶�.�w	��w�v�•�U�‘�X�s�“�|

� �å� �å�‹�¤�É�ç�ª�”�w�Ø
…�‹	—�s�X�s�“�|�G�>��
›�w�q�=�›	—�`�x�X�M�­

�Š�”�\�q�U�p�V�”�T�‹�`�•�s�M�`�|
k�Ú�›�‹�l�q���w�\�q�t�–�Q�”�q�M�O�¬

�ž�$�s�
�:�T�’�w
C
Ý�U�K�”�{�f�•�›
‡�q�î�$�i�q	¸�O�\�q�x�h�•�b�M�{�G

�Ä�s�\�q�x�|�\�w�¥
Ý�›�g�r�b�”�h�Š�t�x	ý�`�M�Œ
Q�U
ž�A�i�q�M�O�\�q�p



1２特集学力問題と生涯学習

ある('0)。
われわれはとかく知識をモノと捉えがちである。実体論的知識観を拭いき
れないでいる。だからこそ新しい学力観は，その前提として，知識をモノと
して捉える知識観から，機能として捉える知識観への転換をも主張している
はずなのである。そして繰り返し言えば，それは生涯学習の学力観，知識観
でもある。

4．学力低下と生涯学習

第３の問題は,学力低下批判に対してどう対応すべきかという問題である。
今回の改訂で指導要領が全体として穴だらけになってしまい体系的・系統的
な学力を身につけさせることが難しくなった等々，批判論が低下の証拠とし
て挙げる数々の事実は今や国民の間で相当に説得力を持ってきていると考え
る('１)。そこで緊急の対応策として多くの学校では，空き時間やすき間時間の
活用，あるいは土曜日課の実質的な復活や総合学習の活用による授業時間数
の実質補填等によって埋め合わせようとしている。しかし学力低下批判論の
立場からすれば，当然これは弥縫策に過ぎないとの批判がなされるはずであ
る。
こうした学習指導要領の軽量化に原因を求める学力低下批判に対しては，

いずれ次期指導要領に向けた改訂作業においてどう補正するかの判断がなさ
れるであろう。当然そこでは，学校教育の役割は何をどこまでかという原則
的な問題が改めて議論される必要がある。
しかし，新学力観を支持する立場で言えば，学校教育には学力低下問題に

対して従来とは異なる対応が求められているはずである。なぜならこの問題
は，単にどの教科のどの内容が欠けているとか，指導時間数が少ないとかの
内容レベルの話ではすまないからである。ただし内容だけの問題ではないと
言うと,すぐに｢指導の工夫｣によって学力低下に対処しようと考えやすい。
もちろん指導の工夫は必要である。しかしこれからの学校教育には，むしろ
生涯学習の観点に立って教育課程を編成する工夫こそが求められるはずであ
る。
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生涯学習と学力低下問題１５

機器が備わっていることや，身近にリテラシーが高く情報機器活用をサポー
トしてくれる人材がいることなど，学習環境の充実の重要性を指摘している
ことである('3)。今後の課題は，これを学校教育及び社会教育の役割分担の問
題と関わらせながらどう具体化するかである。
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